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1は じ め に
きの天然生ヤチダモ林の生長量調査においてヤチダモが方位,あ るいは山腹斜面の位置によって」
に差のあることが判明した。すなわち斜面では東北,山 腹位置では沢の上部,峯 通 り下に生長が















用地 とな ってい る。調査 した造林地は地元の越善武氏に 」
って造林 された もの であ って,造 林樹種は カラマツ,ト}
マ ツ,ヤ チ ダモ,シ ラカ ンバ であ る。 ヤチダモは数年前まP
での造林 ブームにの って相当面積(約100ha)造 林 され☆
模様 であるが,こ こ2,3年 来は主 として カラマツの造科
が お こなわれ ている。
造林地は塘路湖東北岸 に沿 って扇状 に広が る地帯 にあ っ
て,地 形は一般 に海抜 高60m前 後,傾 斜角10Q～25Q¢
窒笥腔綴課織 驚臨 認1垂櫟 崇!
よ うに2層 の 火山灰層を含ん でい て,一 ・般に標茶演習彬
土壌に類似 してい る。
皿 調 査 目的並 び に調査 方法
1.調 査の目的
斜面別および山腹位置別の生長量の変動を調べて,ヤ チダモ造林木の立地上の特性を明らかにす
とともに,こ れ と並行して土壌調査および微気象の測定をおこなって,当 該造林木の土地要求度お
び微気象に対する反応の度合を検討 しようとしておこなったものである。
2.調 査 方 法
昭和31年 度植栽の造林地か ら調査 目的を満たすための 条件を具えた斜面を方位別に7ヵ 所選ん
調査地とした。調査地の方位,傾 斜角,地 表植生,面 積などは第1表 に示す如 くである。
第1表 調 査 地 の 説 明
Table1.Explanationofinvestigatedplaces. -
PlotNO.1旨21314i5幽6旨7
1i-一一一 一 一一一一 一 一
方
・・,ec・・一 位iN69・EIN42・EN…EIS・ °WN…EIN・ °E
-一 一N60°p-一一一一 一一隔 一 一丁 一r-一 一 一 一一一一一一
傾
S1。P。 斜115・ ,5・15・i15・17・1・7・ ・5・
iI-i,1
面 ・
・ea積 ・… 旨 …71…20.・2…5i…3i・ ・030.i°
植 生 汗 コザ サ1響,ザ 孫 ヤ 。i」 一,1ザ サ,ヤ 。ザ ヂ,ヤ コザ サ1,ヤ コ・
Plantvegetati°nI ,エゾイ ラ クサ エ ゾイ ラ クサ エ ゾイ ラ クサ ー_
造林地は峯か ら沢に したが って21nの 等間隔 で植栽 され てい るの で,峯 をOln地 と して以下21
4m,6m… … と沢に向 って根元直径,苗 高を毎木調査 した。 これ らの生長量は さらに峯を0と
5mご とに分画整理 して一調査地全域の成長量を位置づけた。すなわちpm,2m,4mは0々
区に,6m,8m,10mは5-10m区 に,12m,14mは10-15m区 …… としたQ
微気象は生 育良好斜面 とみ られ る第3調 査地 と,生 育不良斜面 とみ られ る第1調 査地において
お よび湿度について測定 した。測定は昭和36年6月1日 ～7月31日 に該当地の中腹斜面に,高
mの 位置で自記 温度計お よび 自記湿度計を固定 してお こな った。 この間の最高 ・最低温度,最 高
低 湿度を示す と第2,3図 の如 くであ る。
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嬢調査は各調査地の平均の生長状態を示すもの と思われる苗列を選んで峯から沢にかけて5m間




零取土壌を風乾後,全 窒素:ケ ルダール法,炭 素:チ ューリン簡易滴定法,置 換酸度:大 工原法,
1-HCI可 溶部分の うちP、0、:モ リブデン青比色法,K,0:尖 光光度計法,CaO:丁 酸 カルシウム
爵でそれぞれ分析定量 した。
`]V斜 面別 お よび山腹 位置別 に みた生 長量
向( ホヒ)別の生長量をみると第1表,第2表 か らも明らかなように4調 査地の南南西斜面でもっとも悪
5,6調 査地の東北および北斜面においてもっとも良好である。また3調 査地においてもかな り





㌦ の斜面の沢はさらに南東の方向になだらかな勾配で下 っているので,こ れの影響が現われたも
考えられる。
ぺ達は先のヤチダモ天然生林の生長量調査において斜面の方位,お よび山腹位置によって生長に
鯉ゐ ことを諭 たが,。 の人工翻 地の調査でもほぼ同撫 傾向にある。とカ・うかがわれた。
{
鐸
V土 壌 の理学 性 と生長 量 に つい て
1斗面別土壌の理学性
搾 鷲蹴讐野 麗第基誕資禦謙黙ヱ鑑蝶 惣 躍盛房麗
・観根 系の下限は斜面お よび山腹の位置に よって差のあ ることが認め られ た(第4表)。 す なわ ち
・層 は5,6調 査 区では70～120cmで もっとも厚 く,4調 査地は逆に35～90cmと 浅 くな って
饗1根系の下限 も5
,6調 査地で深 く,4調 査地 で浅 くな っている。 これ らの黒色土層下 には各斜
瓢1音褐色のB層 が認め られ た。
Il約な土壌断面 ・して第1図 を掲げた・・これからも分 るように済 緬 ・も蔽 層下1・-15・m"30-40cm付 近に まば らな塊状の火山灰が認め られ るが,こ れ は既報 の如 くに雌阿寒,摩 周両
に よる堆積火山灰 と推定 で きる。
.[別 土壌の理学性 は第5表 に括 めて掲載 したが各斜 面 ともに組成上 にかな りの差のあ ることが認
麺(7)た。すなわ ち,6調 査地 では 固体量お よび水分量が比較的少 な く,空 気量を多量に含むporus
殉 としての特性が現われ ているが逆 に1・2調 査地 では固体量,水 分量が多 く空気量が少 な くて
.漢impactな 土壌 としての特性 が現われ てい るよ うであ る。
査地を,土 壌断面形態お よび理学的組成か ら概観す る と水分量は適湿,や や湿の状態 にあ り,
.り 土壌 を有 しているもの と思われた。表層下3cm-33cmの 土壌 の理学 的組成 をみ る と12cm
1の 層位 に各斜面 ともにややcompactな 土壌 層が現われてお り27cm～33cmで は比較的膨軟
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第3表 土 壌 断 面 形 態
Table3.Explanationofsoilprofil騨
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第4表 土 壌 層 の 深 さお よび 根 系 の 分布 状 態
Table4.Depthofhorizonandrootsystem.  
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2.斜 面別土壌 の理学性 と生長量 について
各 斜面の黒色土 層の深 さと生長量 の関連
性 をみ る と一 般に生長量の旺盛 と認め られ
る3,5,6調 査地は,前 述の如 くに70cm
^-120cmで あ り反対に1,4,7調 査地の
生長不 良な斜面は50cm前 後 で比較的浅い
ことが分 る。4調 査地 の50m区 が90cm
の深 度を示 してい るが これ は前述 した如 く
に沢 に達す る地点 であ って,こ こでは第2
表か らも明 らか な ように生長状態は良好 で
あ る。本調査地 は5年 生 の幼令造林地 であ
り,土 壌断面形態 か らもその根 系が上層 よ
り15cm^-30cmの ところに集 中 している
ことが分 るの で,30cm以 下の土壌構造 に
は生 長Y'対 す る影 響力 は少ない よ うに考 え
られ るが本調査結果 か ら,か か る幼 令造林
地 の生長に も深部の土 壌構 造が多分に影 響
してい ることが認め られ た。
土 壌の各層位の理学性 と生長量 の関係を
み る と付表2か らも明 らか なよ うY',各 斜
面 ともに3層 の中で もと くに27cm--33cm
の理学性の相異が影響 され てい るよ うに思
われ る。 事実,(1)で 前述 した如 くに本調
査地 では12～18dmの 土 壌がccmpactな
状態 にあるた め,ヤ チダモの根系は27cm
--33cmの 所 に集中 してお り,こ の層位が
生長 にもっとも影響 しているもの と考 え ら
れ る。斜面別 に この層位 の理学性をみ ると
生長 の旺盛 な5,6調 査地 では容積重が小
さ く,固 体量 が少な く,ま た容積組成 の空
気量 に対す る水 分量 の比 は1.0付 近 の値 を
示 していて,こ れ らの斜 面がporusで 適
度 の水分状態 にあ ることを示 している。最
小容 気量/最 大 容水量(L/W)も 大 である
が,水 分量/最 大容水量(湿 潤 度)は 比較
的小値 とな っている。
生 長不良 と目され る1,2,4,7調 査
地 では容積重,固 体量,水 分量,空 気量 に
変異が大 き く,生 長良好斜面に対 して判然
とした グルー プ分けは困難であるが,概 し
て5,6調 査地 とは逆 の傾向にあ ってやや
compactで 通 気性 に乏 しい斜面状態にあ る
といえ る。
165
.生 育良好地・普通地お よび不良地 と土壌の理学性について
生育度合の判定は第2表 の苗高成長量の総平均を求めこれを基準にしておこなった。生育良好地,
重地,不 良地は第2表 にそれぞれ○・△・ ×印で記 したが・該当地の土壌の理学的組成を比較す る
箪6表 の如 くになる。この表から各地の理学組成にかな りの差のあることが推測され るが・試みに
れらの分散分析をおこなって一様性の検定をおこなったところ付表3の 如 くになった。これ らの有
をの認められた組成について生長不良区を対照にした平均値の差の検定を したところ(付 表3)生
:藁 好 地 で は 容 纐(12cm-,-18cm,22cm--33cm)・ 固 憾(22・m-33・m)・ 水 分 量(12・m一
コn,27cm-33cm),空 気 量(3cm‐6cm,12cm～18cm,27cm～33cm),最小容気量(27cm
33cm),L/W(3cm--9cm)・湿llllj度(12cm～18cm,27cm～33cm),普通地は固体量(27cm
3cm),空 気量(27cm～33cm),湿潤度(27cm--33cm)に 有意 の差が認 め られた。 これ らの結
1、ら一般Y'生 長 良好地 では容積重 および固体量が少な く,最 小容気量,L/Wが 大 き く湿潤度 が小
をとる傾向vあ ることが認め られた。 これに反 して不 良地では これ らと逆 の関係にあ り,普 通地 で
他区のほぼ中間にあ る もの と考 え られ る。
、考 察
鮮 鷲 繋 撚 織 欝 雛欝灘 鷺 すると'まず最初に・皆,気 性Y'も っとも関係 してい ると思われ る理 学組成 として,最 小容気J-Jl」1:,L/W,容 積重が考 え ら
が,石 原(の)はこれ らを トドマツ林地 における根 系の分布 発達状態 との関連 において一連 の研究 をお
1,っ てぎた。 その結果容気量 の大 なる程当該林木 の根系 の発達が良好 とな り,ま たL/Wの 大 な る引
、.3)系の分岐発達 の度合 が著 し く増大 す ることを認
めた。Kopeckyは 最小容気量の 問題 につい て こ
6%以 下の値を示す ・。ろでは働 、、齪 姓 育 し得ない と述べてお り,、U紐,ド 。。林地、こ
5調 査で生長朗 地 、不良地の土壌の理学性砒 轍 お。な。て,、 く、.,,m-、 。,m層 のL/
隊影響していることを認めた。 これ らの事実を基にして本調査地における最小容気量,L/Wを
≒と生育良好 とみ られ る地 域
では両組成 ともに大 きな値(27cm～33cm層 で,生 育良 好地:最 小{
X10%,L/W,14%,生 育不 良地:最 小容気量6%,L/W9%)を 示 してお り,ヤ チ ダモに
1:ても
この層位での根 系の発達 分布状態 が良好である ことが推 測で ぎた。そ して この結果が影 響 し
辞磨禽認欝 潮鍮 講譲 頚翻簾描蝉 亨聖総 階奮雰(のの)鳶
鱒L/Wが 生長に影響す る ことを示す もの といえ る。
1、ピに土壌 の水分 鼠につい て考察す る と,前 項 で も明 らかに した如 くに湿潤度(水 分量/最 大容水
い・生酸 に対 して齢 彫 響 している・とが分る請 灘 鵬 の文献か ら穂 の植物についての
詳 について検討をI」flてお り・その結照 鰐 激 は働 の種糠 よび土性によ・て異なるが一
10^-60が 最適 であろ うと述べ ている。 今 泉は桑樹の生育状 態を土性 と湿潤度 との関連か ら研
と1こ なって,砂 質土では70%内 外,壌 土 では70-80,填 壌土の場合 は80%内 外 の場合 に生
概 良であ ることを認めた。本調 査におけ る湿潤度 をみ る と生育 の良 好な地域 と,不 良な地域 では
知
麺一33cmの 層位 でそれぞれ58%,68%を 示 し,斜 面別土壌 において も良 好斜面 と不良斜面 で
,%前 後,7・0前 後を示 した.今 までの研究成4)6)8)7)す る と両地域 とも1.植 物の髄 醐 度
'て い るもの と思われ るが,本 調査結果か らヤチダモの最適湿潤度は50-58の ところにあ る
1二推定できる。 この問題につい ては今後 さ らに研 究をお こな うこ とに よって明 らかにす る必要が㌧㍉ 従来
か ら考え られ て きた ヤチダモ育林上 の概念,す なわち湿地 に生 育が可能であ るとい う考
C対 して,本 調査結果は一 つの疑問符をなげかけ るもの と思 う。
第7表 調査 地 別土 壌 の化学 的 組成 ま畠
Table7.Thesoilchemicalpropertiesineachplot.
ll}讐 ・1・ 噛 晦 唖 騨1灘 瀞撒 盤 一.一.」幽-一.1r.冒
cml
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1.斜 面 別⊥壌 の化学性 と生長!r'一
斜面別土壌 の化学性 をみ る と(第7表)各
1斜 面に よって差のあ る ことが認 め られ るが,1
;生 長aと の間には 明 らかな関係 は見出 されな
か った。す なわ ち生 長良好 と認 め られ る5,
1
6調 査地では生長不良 と認め られる調査地に
比 して窒素G:が 少な く,炭 素量の多い結果を
示 してお り,ま た・1丁給態(IN-HC1囎)の
P205,K・,O,CaOお よび置換酸 度につい 七 も
生長良好斜面にかな らず しも好条件を与 えて
いる とは断定 できない。
2.生 育良好地,i'7Jr地,不 良地 と生長量に
ついて
V3で 判定 した地点におけ る化学組成 を示
す と(第8表)の 如 くにな る。 各斜面 ともに
生育地 ごとに差のある ことが推 測で ぎるが分





33cm)に1%の 危険率 で,炭 素(27cm～
33cm),P205(12cm～18cm),K..O(27cm
～33cm)に5%の 危険率でそれぞれ 有意 の
差 が認め られ た。つ ぎにこれ らの有意差 の認
め られた ものについ て生育不良地 を対照に し





～18cm)危 険率10),普 通地 と不良地 につ
いては炭素27cm-一 一33cm(危 険 率10)に
有 意の差があ ることが認め られ た。
以.ヒのF}喫 か ら検 討を加える とこの場合 も
斜面別土壌 の場合 と同様 に林 木の栄養生理上
か らはぎわ めて矛盾 した結論 に到 達せ ざるを
得 なか った。す なわ ち林木 の栄 養供給 源 とし
ての土壌 をみ た場合 に,本 調査 ではK含 有量
を除 いて生育良好地が不 良地 に比 してか な り
劣悪な条件下にあ り,化 学組成 のみか らは生
長 扇:に結びついた結 論は導けなか った。
iss
Vd微 気 象 と生 長 量 に つ い て
一 般に広葉 樹の上長成長 は針葉樹 のそれ に較べ て生 長期 の初期 に旺 盛であ ることが知 られ てい るが,
P.Ki,nh。1,8)>J・P.J。h。,、 。9)n,T.T.K。1。1。w、3°ki).膜 際に広輔 の上 長生長についての調査をお ・
な って年間上長生長量の90%が 生育初期 の30日^-60日 間で完成 され ることを認めた。ヤチ ダモにっ
いても酒瀬川1藩京都大学北海道演習林で調査をおこなって6月 ～7月 でほぼ上長生長の完成す ること
を認めてきた。本調査ではこれらの文献をもとにして前述の如 く6月 ～7月 の2ヵ 月を生長最盛期と
みなして,1,3調 査地の温度および湿度を測定して,徴 気象の変化と上長生長量 との関連性につい
て調査 した。
第2,3図 は両調査地点における温度および湿度を,第4図 は両地点における最高温度差,最 高湿
度差を図示した ものであるが,こ れ らの図か ら上長生長の良好な3調 査地は,こ れの不良な1調 査地
に比 して温度は高めであ り,逆 に湿度は低めの傾向にあることがわかった。
一般に植物の生育は多数の環境因子の錯綜した働きによって影響されるものであ り,し たがって本
調査において判明した生育良好地 と不良地のこれ らの徴気象差が直ちにそのまま両地区の生長に影響





人 工 造 林 地 土 壌 に お け る 理 化 学 性 と ヤ チ ダ モ の 生 長 量 と の 関 係 に つ い て,こ れ を 微 細 地 形,微 気 象
と関 連 づ け て 調 査 を お こ な っ た 結 果 つ ぎ の よ うな こ と が 明 らか に な った 。
1.生 長 量 は 東 北 お よ び 北 斜 而 の3,5,6調 査 地 で 大 き い が 南 南 西 斜 面 の9調 査 地 で は 小 さ か っ たC
ま た 山 腹 位 置 別 に 見 る と 陵 線 お よ び 山 腹 下 部 で は 生 育 が 不 良 で あ り,峯 通 り下,沢 の 上 部 で は 生 育
が 良 好 で あ っ た 。
2.斜 面 別 土 壌 の 理 学 性 は5,6調 査 地 で 良 好 で あ り,4調 査 地 で は 不 良 の 傾 向 に あ る こ とが 分 っ た
が こ れ は 該 当 調 査 地 に お け る 上 長 生 長 量 の 度 合 に 密 接 に 関 係 し て い る 。 、
3.土 壌 の 層 位 別 の 理 学 性 の うち で は 表 層 下27cm-33cmの もの が も っ と も支 配 的 に 影 響 し て い る
よ うに 思 わ れ る 。
4.良 好 生 育 地,普 通 地,不 良 地 の 理 学 組 成 に つ い て 顕 著 な 差 が 認 め ら れ た 。 第6表,付 表3か ら明
らか な よ うに 前 者 は 後 者 よ り も通 気 性 お よ び 湿 潤 度 の 良 好 な 理 学 性 を 示 し て い る 。
5.化 学 組 成 と生 長 量 との 問 に は 密 接 な 関 係 は 認 め られ な か っ た 。
6.生 育 良 好 な 斜 面 は 不 良 斜 面 に 比 し て 一 般 に 温 度 は 高 く,湿 度 は 低 め の 傾 向 に あ っ た 。
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   At Toro district in  Hokkaido, we investigated the effect of the physical and chemical 
properties in the artificial afforestated stand on the growth of Yachidamo, considering 
micro-geographical position. The followings are the results of these investigations. 
   1. The height growth at No. 3, No. 5, No. 6, plots were better than in No. 4. 
   2. Comparing the physical soil properties in each slope, No. 5 and No. 6 plots had 
better physical soil properties than No. 4 plot. These results related to the  superiorin 
inferiority of the height growth in each slope. 
   3. The physical soil properties in 27  — 33 cm depth effected the most intensely  on 
height growth.
                                                                          171 
   4. There were clear significant in the physical soil properties between the good height 
 iawth places and the bad height growth places. We understood from this result that the 
 diner place had the better aeration and moisture than the latter. 
   5. There were no relations between the chemical soil properties and the growth of 
 achidamo. 
   6. The temperature was heigher and the humidity was lower in the good growth slope 
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